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インテリジェントな自動化：
インテリジェントな自動化によるビジネス イノベーションの推進
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インテリジェントな自動化によるビジネス イノベーションの推進

あらゆるビジネスに不可欠なもの、それはイノベーションです。組織は、成功に向けて、さらには
生き残りをかけて、新しい製品の開発、新しいプロセスの実装、新しい市場の開拓を常に模
索しています。その理由は、お客様の選択肢がかつてないほど多岐にわたり、他社との市場競
争がこれまでにないほど激化しているためです。つまり、イノベーションなくしては、目の前にある
大きなチャンスを最大限に生かせないのです。

ビジネスを前進させるための変化の原動力がイノベーションであるとすれば、データはその燃料
にあたります。従来にも増して、より多くのソースからより多くのデータにアクセスできるようにな
り、そのすべてのデータを最大限に生かし、データに秘められたインテリジェントなインサイトを引
き出すにあたり新たな課題が生まれました。つまり、イノベーションへの適切なアプローチは、イン
フラストラクチャへの適切なアプローチから始まるのです。

確立されているプロセスやシステムに有意義でプラス
になる変化を加えようとするとき、イノベーションは常に
テクノロジーと結び付けられてきました。故に、組織が
革新的な変化を求めている場合、その実装をIT部
門に頼るのも当然です。従って、IT部門は、求められ
れば「イエス」と答え、よりスピーディーな運用や優れた
コスト パフォーマンス、市場投入までの時間短縮、そ
して人為的なミスの削減を実現できるよう準備を整え
ておく必要があります。

イノベーションの事例

インフラストラクチャを正しく最適化すれば、時間を短縮し、コストを削
減できるため、ミスが少なくなり、将来に向けた大きな飛躍となります。

IT部門は、ユーザー エクスペリエンスを向上させるツール
とテクノロジーを提供することで、組織内のイノベーション
の原動力となることができます。しかし、適切な備えがな
ければ、逆にIT部門がイノベーションを妨げたり、遅らせ
たりすることにもなりかねません。インフラストラクチャやア
プリケーションのモダナイズなど、変革に向けた作業により
重点を置くことで、ITチームがビジネス イノベーションの推
進に費やす時間を増やすことができます。
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組織が取り組むトランスフォーメーション イニシアティブ
が多いほど、IT部門は今日の複雑なテクノロジー環
境に向き合う必要性が高まります。 

複雑なインフラストラクチャが原因で
イノベーション ツールを活かせない

IT部門は間違いなく、組織内でのイノベーション実現
に全力を傾けたいと考えていますが、通常の職務も
続ける必要があります。デバイスのプロビジョニング、 
テクニカル サポートの提供、サイバー セキュリティの確
保などの業務に、IT部門の膨大な時間とリソースが
費やされる場合があります。 

の企業が、イノベーション推進を停滞させる原因とし
て、ITスタッフの時間が手動による反復的な作業に費
やされる点を挙げています。自動化は、イノベーション
のバランスを取りながら、IT部門の業務効率を改善
するための鍵となります。イノベーションのための時間を
確保するために、IT部門は業務にインテリジェントなア
プローチを取る必要があります。

90%

46%

35%

のITマネージャーが、ITは 
2年前よりも複雑になっている
と回答し、そのうち

が、複雑さが増した主要因
としてデータ量の増加を 
挙げています。
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実際、旧式のインフラストラクチャは、現在のイノベーション要件を満たす
ようには設計されていません。IT部門が万能型のアプローチを採用して
ソリューションを設計し、汎用マシンを使用して、ある程度の成功を収め
たとしても、すぐに問題が発生する可能性があります。

こうしたシステムには、慎重なプロビジョニング、保守、管理が必要とされ
ます。これらの作業にIT部門の時間とリソースが必要となります。結局、
企業全体で革新的なテクノロジーを実装しサポートを行った方が良かっ
たということになります。こうした手動による作業は、IT部門の将来に向
けた準備を滞らせるだけでなく、企業として新たなチャンスが到来した場
合にも柔軟な対応の妨げとなります。デジタル トランスフォーメーションと
は、IT部門にはすでに全業務の詳細が記された一覧があることを意味
します。つまり、自動化によって負担を軽減できる作業があれば、ビジネ
ス バリューを高める別の作業に専念できるということです。

加えて、以前よりも多くのシステムや場所からデータが組織に流れ込む 
ようになりました。つまり、IT部門ではエッジとクラウドでデータを処理する 
新しい方法を検討する必要があるということです。同時に、IT部門にとっ 
ては、監視、管理、保守を行う場所が増えることになり、そのすべてを処
理するために画面を次から次へと見ていかねばなりません。また、ユーザー
があらゆる場所からデータにアクセスしてくるため、IT部門は、堅牢なサ 
イバーセキュリティを確保し、革新的なワークロードとシステムをサイバー 
犯罪者から守る必要もあります。

組織は、インフラストラクチャの管理を、俊敏性と拡張性のある方法で
行う必要があります。そのため、手動の面倒なタスクを削減し、効率性
を向上させて、ITスタッフの時間を解放し、イノベーションをサポートでき
るようIT部門は自らのアプローチの再考が求められます。増え続けるデー
タ量と最新のデジタル ビジネス向けのアプリケーションの増加を考慮すれ
ば、イノベーションの推進には、インフラストラクチャに対する新しいアプ 
ローチが必要です。私たちは、このアプローチをインテリジェントな自動化
と呼んでいます。
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新しいワークロードと新しいテクノロジーがITの複雑さを増大させ、むしろイノベーションを停滞させ
る場合があります。イノベーションを加速するために、インテリジェントな自動化のアプローチでは、
機械学習、人工知能、予測データ分析を使用して管理の負担を軽減し、チームが価値の高
いイノベーション イニシアティブに専念できるようにします。
インテリジェントな自動化のアプローチの要素：

インテリジェントな自動化でデータ インフラストラクチャにアプローチ

インテリジェントな自動化を実現するには、自動化を核として構築されたインフラストラクチャを採
り入れる必要があります。これらのシステムを組織のイノベーションの原動力として機能させること
で、IT部門は組織の俊敏性、効率性、アップタイムを向上させながら、新しいテクノロジーやサー
ビスの実装にも重点を置くことができるようになります。

アダプティブ コンピューティング 
最新のテクノロジーの進歩を活用したインフ
ラストラクチャは、最新のIT環境の課題に対
応するために特別に設計されています。複
雑でデータ処理が多いワークロードの開発、
テスト、導入をハイブリッド クラウド インフラ 
ストラクチャに対して行えるようになります。

自律型コンピューティング インフラストラクチャ
自動的に連携し、設定したパラメーターを
個別に使用するインテリジェント システムを
活用します。これにより、インフラストラクチャ
でビジネス チャンスや従業員のニーズに対
応できるようになります。ITスタッフは手動で
介入する必要がなくなり、より価値の高い 
イニシアティブに専念できるようになります。

プロアクティブな耐障害性 
複数の防御レイヤーの連携によりデータと 
ネットワークのセキュリティを自動的に確保し、
ハッカーを排除すると同時に、悪用される前に
死角を予測して排除します。

アズ ア サービスのシンプルさ
アズ ア サービス運用モデルを使用して提供
されるインフラストラクチャなら、ITチームによ
るハードウェアの導入や管理の必要性がな
くなるとともに、ビジネスの成長に合わせて 
インフラストラクチャを取得、拡張、管理す
る組織の力が向上します。
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自動化とインテリジェンスをサーバー設計に活用することで、データの新しい現実に容易に対処
できるとともに、複雑さがビジネスに与える影響を軽減することができます。インテリジェントな自
動化のアプローチにより、次のことが容易になります。

新しいテクノロジーを活用：インテリジェントなインフラストラクチャは、あらゆるワークロードに
適応して柔軟性を提供すると同時に、ITの運用をシンプルにします。

ITの負担軽減：複数のインテリジェント システムが、連携しても独立しても動作するので、
迅速なデジタル トランスフォーメーションと生産性向上を実現できると同時に、混乱すること
なく組織を拡張できます。

信頼性の向上：機械学習を活用し、潜在的な脅威を予測してプロアクティブに防止する
機能により、セキュリティファーストのアプローチを実現し、安全なやり取りを可能にします。

インテリジェントな自動化アプローチにより、IT部門がイノベーション関連の要求に対して「イエス」
と言える頻度は多くなります。日々の複雑な業務に縛られることなく、ビジネス全体を刺激する、
チャレンジングな取り組みに専念できるようになります。

インテリジェントな自動化によるアプローチのメリット
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高度に分散化された世界では、障害をものともせずに
適応、前進できるような備えのあるイノベーターが未来
を担います。デル・テクノロジーズは、そのために必要な、
信頼できるパートナーシップ、革新的なテクノロジー、
エンド ツー エンドのシンプルさを兼ね備えています。 
以下のソリューションを提供します。

Dell PowerEdge：インテリジェントなインフラスト
ラクチャは、最新のデジタル ビジネスにとって不可
欠です。そのため当社は、PowerEdgeサーバー製
品に対し、自動化を全面的に採用しました。どの
サーバーを利用しても、お客様は、ITの可能性を
再考し、場所を問わずコンピューティングして、確
実なパフォーマンス、効率性、信頼性によるイノ 
ベーションを実現できます。

      PowerEdgeの詳細

CloudIQ：Dellのクラウドベースのモニタリングおよ
び予測分析アプリケーション。PowerEdgeサーバー
全体を監視するための単一のポータルを提供し、
サーバー インフラストラクチャとDell EMCストレー
ジ、データ保護、CI/HCIについて、正常性の問題
をプロアクティブに通知し、修復のためのアクション
を提案します。

      CloudIQの詳細

デル・テクノロジーズの総合的でインテリジェントな製品
により、シンプル、迅速、安全にブレークスルーを構築
し、競合他社を大きくリードできます。組織の人々、ア
プリケーション、データを信頼できるITソリューションで結
び付けて、インフラストラクチャの管理を気にせずにイノ
ベーションの促進に専念できるようになります。

デル・テクノロジーズにとって、持続可能性は事業に
不可欠な要素です。

当社は、お客様と地球のためにイノベーションを行
う責任を強く感じています。そのために、あらゆる手
段を存分に駆使して、理想の世界に向けてテクノ
ロジーを役立てていくつもりです。

お客様が持続可能性の目標を達成でき
るように、デル・テクノロジーズは、リサイクル
可能性を最大化し、二酸化炭素排出量
を最小化するために、製品を再考および再
設計しています。当社はサプライ チェーン全
体と業界全体で、倫理的かつ環境的に持
続可能な慣行を推進しています。さらに、
お客様、サプライヤー、地域社会と提携し
て、原材料の使用量を減らし、より多くのこ
とを可能にし、私たちに与えられた世界に
還元するプロジェクトを立ち上げました。

イノベーションを持続可能にデル・テクノロジーズで 
インテリジェントな自動化を実現

デル・テクノロジーズ  
サーバー ソリューションの詳細情報

詳細はこちら：Dell.com/Sustainability
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